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羽
村
市
で
米
や
野
菜
の
有
機
農
業
を

営
む
井
上
淳
孝
氏
。
そ
の
原
点
は
ス
ポ

ー
ツ
を
通
し
て
知
っ
た
〝
食
〞
の
重
要

性
に
あ
る
。高
校
は
ラ
グ
ビ
ー
の
名
門
・

国
学
院
久
我
山
に
進
み
、
中
央
大
学
で

も
活
躍
。
29
歳
か
ら
は
中
大
ラ
グ
ビ
ー

部
の
監
督
も
務
め
、
韓
国
へ
の
遠
征
で

食
習
慣
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
。

　
「
父
の
篤
太
郎
が
羽
村
町
の
議
員
、

後
に
町
長
を
務
め
て
い
た
。
周
囲
か
ら

『
議
員
の
息
子
』
と
見
ら
れ
て
い
た
こ

と
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
の
か
…
…
、
私

は
ラ
グ
ビ
ー
で
身
を
立
て
た
い
と
考
え

た
。
中
大
時
代
に
は
３
年
生
の
と
き
、

大
学
選
手
権
で
ベ
ス
ト
エ
イ
ト
に
な
っ

て
い
る
」

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
生
ま
れ
の

篤
太
郎
氏
が
農
林
高
校
に
入
る
と
間
も

な
く
太
平
洋
戦
争
は
厳
し
さ
を
増
す
。

戦
時
下
の
生
徒
た
ち
は
学
徒
動
員
さ

れ
、
篤
太
郎
氏
も
北
海
道
の
幌ほ
ろ
の
べ延
で
ジ

ャ
ガ
イ
モ
生
産
の
日
々
を
過
ご
す
。
終

父
の
政
治
、
私
の
ラ
グ
ビ
ー

戦
後
、
羽
村
に
戻
り
農
業
に

取
り
組
む
。

　
「
な
か
で
も
養
豚
は
父
の

自
慢
の
ひ
と
つ
。
昭
和
30
年

当
時
、
こ
こ
羽
中
に
デ
ン
マ

ー
ク
式
豚
舎
を
建
て
、
英
国

の
リ
バ
プ
ー
ル
か
ら
輸
入
し

た
種
豚
を
飼
育
し
繁
殖
に
努
め
た
。
進

取
の
気
性
を
感
じ
る
し
、
子
豚
が
生
ま

れ
る
と
、
風
邪
を
ひ
か
ぬ
よ
う
に
温
め

な
が
ら
運
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

微
笑
ま
し
い
」

　

10
年
ほ
ど
し
て
豚
舎
は
閉
め
、
観
賞

用
の
菊
づ
く
り
に
転
向
し
た
。
や
が
て

篤
太
郎
氏
は
羽
村
町
議
会
議
員
に
推
さ

れ
る
。
持
ち
前
の
誠
実
さ
を
政
治
身
上

と
し
、
地
域
社
会
の
基
盤
づ

く
り
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

自
身
の
職
業
経
験
を
生
か
し

都
市
農
業
の
発
展
に
も
尽
力

し
て
い
る
。

　
「
私
が
33
歳
で
母
校
の
監

督
を
退
き
、
農
業
に
身
を
投

じ
る
決
意
し
た
の
も
、
こ
う

し
た
父
の
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
責
任
あ
る
仕
事
を
し

て
い
た
姿
に
接
し
て
い
た
か

ら
か
も
し
れ
な
い
。
農
業
大

学
校
に
入
り
、
土
づ
く
り
や
農
業
技
術

を
真
剣
に
学
ん
だ
」

　

現
在
、
淳
孝
氏
は
羽
村
市
農
業
後
継

者
ラ
ブ
会
長
の
任
に
あ
る
。
新
た
な
特

産
品
の
開
発
を
サ
ポ
ー
ト
。
イ
ベ
ン
ト

で
の
盛
り
上
げ
も
図
る
。
こ
こ
２
、３

年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
も
制
約
を

受
け
た
が
、
郷
土
の
農
業
を
守
る
意
欲

は
健
在
で
あ
る
。　
　
　
【
岡
村
繁
雄
】

先代の仕事と教え

■ 35■

井上農林園　井上淳孝氏

び
、
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ
レ

ン
チ
、
韓
国
な
ど
の
多
彩

な
料
理
と
ス
イ
ー
ツ
、
ド

リ
ン
ク
を
提
供
。
１
５
０

席
の
広
さ
の
フ
ー
ド
コ
ー

ト
で
好
み
の
料
理
に
舌
鼓

ト
を
中
心

に
日
替
り

で
、

も

の
ま
ね
、

歌
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン

ス
、
お
笑

い
、
ダ
ン

ス
な
ど
を
展
開
。
笑
い
と

感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
届
け

る
。
最
新
の
ス
テ
ー
ジ
情

報
は
、
公
式Tw

itter

（@

them
arche2022

）
で

確
認
で
き
る
。

　

ス
テ
ー
ジ
は
臨
場
感
溢

れ
る
本
格
的
な
舞
台
演
出

と
音
響
設
備

を
備
え
て
お

り
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
、
パ

ー
テ
ィ
ー
か

ら
プ
ロ
歌
手

な
ど
の
シ
ョ

ー
に
も
対
応

で
き
る
。

　

竹
前
社
長

は
「
今
日
も

明
日
も
何
が

起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
、

来
場
者
に
本
当
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
魅
力
あ
る
食
と

エ
ン
タ
メ
の
拠
点
に
し
た

い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
飲
食
業

界
も
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
業
界
も
本
当
に
苦
し
ん

で
き
た
。
施
設
は
タ
レ
ン

ト
の
働
く
場
と
も
な
っ
て

お
り
、
地
元
の
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
応
援
し
て
ほ
し
い
」

と
話
す
。

　

ヒ
カ
キ
ン
そ
っ
く
り
の

ニ
セ
キ
ン
さ
ん
は
「
グ
ル

メ
と
エ
ン
タ
メ
が
融
合
し

た
素
晴
ら
し
い
施
設
が
で

き
本
当
に
う
れ
し
い
。
芸

に
磨
き
を
か
け
、
多
く
の

人
に
大
き
な
楽
し
み
を
届

け
た
い
」
と
意
気
込
む
。

羽
村
市
出
身
で
山
口
百
恵

さ
ん
の
も
の
ま
ね
で
人
気

の
カ
ト
リ
ー
ナ
陽
子
さ
ん

は
「
あ
し
た
売
れ
る
か
も

知
れ
な
い
タ
レ
ン
ト
た
ち

を
打
ち
な
が
ら
、
ス
テ
ー

ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
圧

巻
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
め

る
。

　

シ
ョ
ー
は
、
同
施
設
で

働
く
10
人
余
り
の
タ
レ
ン

　

広
さ
５
０
０
平
方
㍍
の

施
設
内
に
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
の
２
台
を
含
め
９
台
の

フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
が
並

食とエンタメの融合施設
９台のフードトラックで多彩な料理
日替わりでものまね、パフォーマンスなどのショー

﹁
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｍ
ａ
ｌ
ｌ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
マ
ル
シ
ェ
﹂
1
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

芸
能
事
務
所
・
タ
レ
ン
ト
派
遣
、
リ
ゾ
ー
ト
関
連
事

業
な
ど
を
展
開
す
る
㈲
ア
オ
イ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

（
竹
前
秀
樹
社
長
、羽
村
市
富
士
見
平
２
‐
23
‐
18
）は
、

食
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
新
施
設
「
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｍ
ａ
ｌ
ｌ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
マ
ル
シ
ェ
」

（
羽
村
市
小
作
台
１
‐
６
‐
29
）
を
開
業
し
た
。
11
月

30
日
か
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
１
月
中
の
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プ
ン
を
目
指
す
。
小
作
駅
東
口
か
ら
徒
歩
２
分
に
立

地
。
食
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
五
感
で
満
喫
で
き

る
施
設
は
西
多
摩
内
外
か
ら
の
集
客
が
見
込
め
、
地
域

商
業
の
底
上
げ
に
も
期
待
さ
れ
る
。

小
作
駅
東
口

が
、
西
多
摩
を
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
で
盛
り
上
げ

て
い
く
と
い
う
気
概
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
１
年

間
海
外
で
鍛
え
た
歌
唱
力

で
も
今
年
は
勝
負
し
て
み

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
る
。

　

営
業
は
15
時
〜
22
時
、

土
・
日
・
祝
日
は
10
時
〜

22
時
。
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー

は
い
ず
れ
も
閉
店
15
分

前
。
入
場
無
料
。
た
だ

し
、
飲
食
物
の
持
ち
込
み

不
可
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
４
２

（
５
３
３
）
６
６
５
９
、

メ

ー

ル

m
r
c
@

them
arche2022.com

お洒落なフードトラックが並び、ステージで
は圧巻のショーが繰り広げられる
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令和5年1月の営業
<月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

あきる野市小川633 あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080
令和5年1月の営業
<月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休  24日（火）営業、26日（木）休み

<月曜日を除く全日><月曜日を除く全日>
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<月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休  24日（火）営業、26日（木）休み定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休  24日（火）営業、26日（木）休み

あきる野市小川633 あきる野市小川633 ☎042‐559‐8080

   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）

令和5年1月の営業令和5年1月の営業
<月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）<月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）<月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

定休日：
毎週火曜日、および
水曜日は不定休

☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32

定休日：
毎週火曜日、および毎週火曜日、および
水曜日は不定休

令和5年1月の営業
<月曜日を除く全日>
ご昼食（11 時～15 時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制）
（17時～19時受付・21時閉店）
＜月曜日＞
ご昼食のみ営業（11時～15時受付）

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

新年は2日より
営業させていただきます。

新年は6日より
営業させていただきます。

新年は6日より
営業させていただきます。

次回配信は 1月 21 日になります。（東京 25 ジャーナル編集部）


